【平成十八年第二回市議会定例会提案理由説明】　　　　 　　　　　 H18.6.12　決定稿　　　　　　　　　
　本日、ここに、平成十八年第二回市議会定例会が開会されるにあたり、最近の市政の状況と提案いたしました諸議案につきまして、その大要をご説明申し上げます。　
はじめに、この八日・九日の両日、秋篠宮殿下が、松任総合運動公園で開催されました「第三十一回全日本愛瓢会石川県白山市大会」に名誉総裁としてご臨席のためご来市され、全国各地から寄せられたヒョウタンを素材とする作品や市内保育園児の作品などをご観覧になられるとともに、市内ご滞在中、村井町の社会福祉法人松任福祉会松南保育園・恵愛幼児教育センターでは、園児達のヒョウタンを使った作品づくりのご様子などをご視察になられ、また、福留町の浅野太鼓楽器店では、太鼓の里資料館をご見学になられるなど、本市の伝統技能の一端にも触れていただき、市民と親しくご交流されたところであります。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
次に、「地方分権改革について」であります。

　地方分権を進める「三位一体の改革」につきましては、国から地方へ三兆円規模の税源移譲が実現いたしましたが、一方で地方交付税と臨時財政対策債を合わせた実質交付税は、大幅に減額され、大変厳しいものになっております。これまでの改革では、国と地方との役割分担に関する十分な議論が行われず、一方的に地方財政に負担を押しつけたもので、地方の自由度の拡大につながらないなど、不十分な結果になったと言わざるを得ません。

さらに、国は、基礎的財政収支の黒字化を目指す「歳出・歳入一体改革」において、地方単独事業など、歳出の縮減と地方交付税の一層の削減を強く打ち出しており、また、総務大臣が設置する私的懇談会においては、新しい地方交付税のあり方や自治体に関する破綻法制の導入を議論するなど、いずれも地方の主張とは大きな隔たりがあります。

　こうした中、本県においても、今月五日に、県内地方六団体で組織する石川県自治体代表者会議は、行財政運営の基盤となる地方税財源を充実・強化し、真の地方分権を実現するため、「今後の地方分権改革」に向けた緊急アピールを発表したところであります。

　
　次に「安心して生活できる環境の整備について」であります。
　北陸新幹線白山総合車両基地の建設につきましては、四月二十八日に国土交通省からの認可を受け、五月中に四地区で地元説明会が開催されたところであります。市といたしましては、道路・水路の付け替えや騒音対策など住民の皆様からの要望事項について、鉄道建設・運輸施設整備支援機構に対し、地元町内会と十分に協議するよう要請するとともに、市街地に近接する大規模な建設事業であることから、市のまちづくり計画や市民生活に将来影響が出ないよう、適切な対応を求めることとしております。

松任駅南土地区画整理事業につきましては、昨年九月にオープンした「市民工房うるわし」や、今年十月に開館予定の「千代女の里俳句館」などの文化施設をはじめ、新しいテナントビルや店舗などが順次整備されてきており、さらに、賑わいの創出と駅周辺施設の駐車場対策のための立体駐車場につきましては、民間事業者の主導による整備を目指し、今定例会中に、事業者を選定することとしております。今後とも、自然環境が豊かで、歴史・文化と賑わいや活力が感じられる白山市の玄関口にふさわしい街となるよう、整備を進めているところであります。
　情報ネットワークの整備につきましては、市全域で行政情報等の共有化を図るため、今年度末の完成を目指し、光ケーブルの敷設工事や白山ろく各支所に設置するセンター工事などの白山麓地域情報通信基盤整備事業が進められております。なお、年内には、地元ケーブルテレビやインターネットの接続が可能になり、情報通信基盤の充実により情報較差の解消が図られることから、町内会ごとに、加入促進の説明会を実施しているところであります。
次に「心豊かで感性あふれる人を育む教育の充実について」であります。

　四月に移転開校した蕪城小学校につきましては、白山ろくの杉材をふんだんに使用して整備されたところであり、子ども達には、木のぬくもりある真新しい校舎において、最新の設備と緑あふれる素晴らしい教育環境のもと、豊かな感性と創造力を養い、心身ともにたくましく育つことを願うものであります。また、校舎の一部を地域の皆様に開放いたしておりますので、生涯学習や子ども達との交流の場として、有効に活用していただきたいと思っております。
白山ろくの統合小中学校につきましては、建設基本構想検討委員会の答申を受け、現在の尾口小中学校敷地を中心に整備することとしており、地域の伝統文化を活かすとともに、周囲の景観とも調和し、豪雪や地震等の災害に強い施設とする考えであり、現在、プロポーザル方式による技術提案を受け、九月中に基本設計を終える予定であります。
美川小学校の改築につきましては、四月に建設基本構想検討委員会が設立され、新しい学校づくりについての協議が進められているところであり、今年の夏頃に答申をいただき、整備に向けて作業を進めていきたいと考えております。
なお、義務教育施設の整備につきましては、次代を担う子ども達の教育環境の整備・充実を計画的に進めることとしており、その財源として合併特例債を有効に活用していく所存であります。
　読書活動の推進につきましては、松任図書館と石川小学校が、長年にわたり取り組んで来た読書活動が評価され、文部科学大臣表彰を受賞いたしましたことは誠に喜ばしい限りであり、今後とも読書の大切さを子ども達に教えていきたいと考えております。また、地域における読書の機会を増やすため、七月から移動図書館「のびのび号」が、市内十六ステーションを巡回し、図書の貸し出しサービスを開始いたしますので、市民の皆さんには、今まで以上に本に親しんでもらいたいと願っております。
　　　　　　　　　　　　　　　　

次に「だれもが健やかに暮らせるまちづくり」についであります。
子育て支援につきましては、昨年十月から子どもの入院費に対する助成を小学校六年生までに拡大したほか、学童保育では、今年度において東明小学校、明光小学校及び広陽小学校の三箇所で施設整備を行うこととしており、さらに、四月にオープンした子育て支援センター「げんきっこ」においては、生後二ヶ月から小学生までの子どもの一時預かりを行うファミリーサポート事業を、十月から開始するための準備を進めるなど、多様な子育て支援対策に取り組んでいるところであります。
先般、発表された厚生労働省の人口動態統計においては、合計特殊出生率が一・二五と五年連続して過去最低を更新し、少子化の進行に歯止めがかからない状況が続いておりますので、近く政府が発表する「骨太の方針二〇〇六」において、実効性のある少子化対策が盛り込まれることを期待するとともに、若い世代が安心して子どもを生み育てられる社会の構築を望むものであります。　　　　　
市民の健康づくりにつきましては、市民が、いつまでも健康で心豊かな生活が送れるように、健康寿命を伸ばすことを目標に掲げ、市民自らの健康づくりや地域の自主的な健康づくりの取り組みを支援しているところであり、市内を十二の中学校区に分け、健康づくり推進員や体育指導員、町内会、老人会、婦人会など地域住民の皆さんが主体となって、健康づくりの具体策や地域の健康度などの数値目標を話し合う「地区健康座談会」を開催しているところであります。
介護保険制度につきましては、昨年度の法改正により、この四月から介護予防を重視した制度に移行しており、市民健康診査や要介護認定の結果などを参考に、介護予防事業を実施するとともに、地域における高齢者の自立支援や家族の相談活動などを行う地域包括支援センターを二箇所設置するなど、今後とも、高齢者の皆さんが、できるだけ介護を要しない生活を送ることができるよう必要な対策を講じることとしております。

　次に、「観光と地域産業の活性化」についてであります。

　本市には、霊峰白山をはじめ、温泉での癒し、白山菊酒や海産物などの特産品、古くから伝わる祭りや伝統文化など、豊かな自然と歴史が織り成す観光資源があり、これまで四季折々のイベントや県外での観光物産展などで、様々な魅力を紹介してきたところであり、今後とも、これらの恵まれた資源を活用して、全国にアピールしてまいりたいと考えております。
今月三日、四日には、白山スーパー林道ウォークが開催され、新緑と残雪を楽しむ県内外からの大勢のウォーキング愛好者で賑わったところであり、この十七日には白山スーパー林道の全線開通が見込まれており、いよいよ夏の観光シーズンの幕開けを迎えたことから、各観光施設や旅行業者との連携を密にするなど、より多くの行楽客の入込みが期待できるよう、観光施策の充実に努めることとしております。
市営スキー場につきましては、去る三月末日をもって今シーズンの全営業を終了いたしました。昨年は十二月中旬からの降雪に恵まれ、例年になく営業日数が伸びたことから好調な成績を期待しておりましたが、五つのスキー場のリフト券収入は、平成十六年度とほぼ同額、総入場者数は三・二パーセントの減少となるなど、いずれのスキー場も大変厳しい経営状況となっております。市営スキー場の運営につきましては、昨年七月に観光戦略会議を設置し、現在、スキー場対策検討委員会において、活性化策や将来のあり方についてご審議をいただいているところであり、その経過を注視していきたいと考えております。
また、スキー場対策には、専門家による適切な経営診断や、正確な市場調査に基づく早期の抜本策が必要であることから、去る五月二十四日、スキー場経営のトップアドバイザーを招いて、「白山市のスキー場産業を考える」講演会を開催し、関係者の皆様に、国内スキー産業の動向や将来展望についての共通認識を持っていただいたところであります。
企業誘致につきましては、松任フロンティアパークへの進出企業が五社となったほか、美川インターパークではホテルや工場等の建設工事が進んでおります。今般、昨年からの景気回復基調や企業の設備投資が活発化しているタイミングを捉え、新たな工業団地の造成に向けて検討を進めるとともに、新規立地企業に関する情報提供の充実を図るため、情報提供者への報賞制度を新設したところであり、今後とも、地域経済の活性化や雇用の確保に努め、財政基盤を確立していくこととしております。
次に、「市民が主役のまちづくりの推進」についてであります。

市民と行政が一体となった協働によるまちづくりを推進する「自治基本条例」の制定につきましては、行政全般にわたる全庁的な内容を協議するため、各部長・支所長を委員とする自治基本条例検討委員会を今月六日に、発足させたところであります。この委員会には、柔軟な発想を生かすために若手職員を中心とする作業部会を設置するとともに、市民の意見を取り入れた上で素案を作成し、来年の三月議会に条例案として提出する予定であります。地方分権の時代にふさわしい、市民を主役とする公平で公正な市政運営の要となる条例にしたいと考えております。

合併二年目の今年は、未来に向けた白山市の基礎づくりの重要な年であります。市の新しいまちづくりを将来にわたって総合的かつ計画的に整備していく基本となる「総合計画」をはじめ、「国民保護計画」、「障害者計画」、「健康プラン」など市民生活に直結する各種の長期計画を、今年度中に策定することとしております。これら計画の策定にあたっては、パブリックコメントなど市民の意見を取り入れ、市民本位で実効性のある計画とする考えであります。
今日の地方交付税の削減など厳しい歳入状況が続く中、これらの計画の実施にあたっては、相当規模の財源が必要であることから、中期財政計画のローリングや三月に策定した行財政改革集中プラン等を着実に実行するなど、事務事業の見直しによる行政経費の削減を進め、一層の歳出縮減に努めるとともに、組織の見直しや職員の業務に対する意識改革を高め、市民サービスの向上を図り、市政の発展につなげていきたいと考えております。
　さて、平成十七年度決算につきましては、去る五月三十一日をもって出納を閉鎖し、現在、計数の整理中であります。一般会計の歳入においては、市税、国県支出金、地方交付税が確定する一方、歳出においては、各種事務事業の効率的な執行に鋭意努めてきた結果、実質収支で、約十四億円を平成十八年度に引き継ぐ見込みであり、繰越額については、平成十八年度において基金の積立て及び所要経費として活用したいと考えております。また、特別会計では、観光事業特別会計を除き、概ね健全財政を維持できる見通しとなっております。
　先ほども申し上げましたが、今後とも、厳しい財政の現状を認識しながら、限られた財源の中で創意工夫を凝らすとともに、諸施策の適切な選択と財源の確保に努めるなど、地方分権改革に沿った市財政の健全化に十分留意してまいりたいと考えております。
　それでは、提案いたしました諸議案について、ご説明申し上げます。
　提出案件は、補正予算案六件、条例案四件、事件処分案三件、専決処分の承認にかかるもの十四件、報告案件八件の計三十五件となっております。
はじめに、議案第六十七号から議案七十二号までの平成十八年度補正予算についてであります。

まず、一般会計補正予算につきましては、総額　七億七千百十万九千円の増額補正となっております。その主なものとして、
　総務費では、白山ろくの定住対策や地域資源の活用策を探る白山麓未来創造研究会開催費、県外からの大学合宿誘致費、コミュニティ助成事業費など、三百五万四千円を計上するものであります。　

民生費では、知的障害者通所授産施設整備補助事業費、広陽小学校敷地内での放課後児童クラブ建設事業費、蝶屋保育園防音事業費、平成十八年豪雪により破損した保育所の屋外遊具購入費など、九千七百七十三万一千円を計上するものであります。
　衛生費では、共同墓地整備事業費など、六百二十三万円を計上するものであります。

農林水産業費では、豪雪による園芸等被害復旧対策事業費、河内地区の農業生産団体支援事業費、白山ろくの自然環境調査事業費など、九百八万七千円を計上するものであります。なお、自然環境調査事業費につきましては、絶滅危惧種生息調査に三年を予定し、債務負担行為として、七百五十万円を措置するものであります。

　商工費では、豪雪による観光施設被害復旧費、スキー場産業再生のためのコンサルティング委託費、白山市観光物産協会イベント補助金など、二億四千九百十六万八千円を計上するものであります。

土木費では、国からの追加内示に伴う市道あさひ荘苑福増線、市道末松徳光線及び美川地区まちづくり総合支援事業の用地費や物件移転補償費、平加・井関線道路整備事業におけるＪＲ踏切拡幅工事費の確定による増額、白山ろくテーマパークにおける緑と花のふれあい事業費など、三億六千四百三十三万円を追加計上するものであります。
　教育費では、国指定天然記念物EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おぼけ),御仏供)杉支柱取替工事などの文化財保護事業費、十一月に石川ルーツ交流館で開催する伝統工芸美川仏壇企画展開催費、鶴来博物館「朝日城」屋根修復事業費など、四千百五十万九千円を計上するものであります。
　その財源として、国・県支出金、繰越金、諸収入などを充て、収支の均衡を図った結果、本年度一般会計予算総額は、四百五十五億一千百十万九千円となっております。
また、特別会計につきましては、主なものといたしまして、墓地公苑特別会計では、竹松町地内に造成する墓地公苑用地取得費など、観光事業特別会計では、市営スキー場における安全性維持のためのリフト等施設修繕費などとなっており、国民健康保険特別会計、老人保健特別会計及び簡易水道事業特別会計の五つの会計を合わせて、四億九千八百八十七万六千円を増額補正をするものであります。

　

次に、議案第七十三号から第七十六号までの、主な条例案について、ご説明を申し上げます。

白山市立千代女の里俳句館条例につきましては、十月一日の開館にあわせて、施設の設置、管理、運営等に関する事項を定めるものであります。
　次に、議案第七十七号から第七十九号までの、主な事件処分案について、ご説明申し上げます。
かわち農林水産物処理加工施設の指定管理者の指定につきましては、有限会社河内農村振興公社に管理を指定するに当たり、地方自治法の規定に基づき議会の議決を求めるものであります。

　次に、議案第八十号から第九十三号までの、主な専決処分の承認について、ご説明申し上げます。
　まず、平成十七年度の一般会計補正予算につきましては、市債の最終決定、特別会計への繰出金の調整などによる財源調整のほか、決算見込みをもとに、合わせて二千三百四十四万二千円の増額補正を行ったものであります。

　次に、平成十七年度の国民健康保険特別会計につきましては、高額療養費などの確定に伴い、老人保健特別会計につきましては、医療給付費などの確定に伴い、デイサービス事業特別会計につきましては、特別会計廃止に伴う精算により、簡易水道事業特別会計につきましては、建設改良事業費の確定に伴い、それぞれ減額補正したものであります。

　また、温泉事業特別会計につきましては、一里野温泉維持管理事業費の確定に伴い、下水道事業特別会計については、事業費の確定に伴う財政調整基金積立金の増額より、それぞれ増額補正を行ったものであります。

なお、観光事業特別会計につきましては、使用料収入の減額に伴い、宅地造成事業特別会計につきましては、土地売払い収入の減額に伴い、それぞれ一般会計繰入金による財源振替を行ったものであります。

　白山市税条例の一部を改正する条例及び白山市国民健康保険税条例の一部を改正する条例につきましては、地方税法の一部改正に伴い、また、白山市中部圏の都市開発区域における固定資産税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例につきましては、関係法令の改正に伴い、それぞれ所要の改正を行ったものであります。
　平成十八年度老人保健特別会計の補正予算につきましては、平成十七年度の国庫支出金等の不足額が確定し、平成十八年度に精算交付されることになったことに伴い、観光事業特別会計につきましては、平成十七年度決算見込みにおいて、使用料収入が不足したことに伴い、それぞれ平成十八年度より繰り上げ充用する措置を講じたものであります。

次に、報告第一号から第八号までの報告案件について、ご説明申し上げます。
　平成十七年度の一般会計繰越計算書につきましては、繰越明許いたしました北陸新幹線建設事業負担金など二十二事業について、また、簡易水道事業特別会計、観光事業特別会計及び下水道事業特別会計の繰越計算書につきましては、繰越明許いたしました四事業について、それぞれ議会へご報告するものであります。
　また、白山市土地開発公社、財団法人の白山市地域振興公社、白山市体育施設管理公社及び白山市松任農業公社の経営状況につきましては、地方自治法の定めにより、それぞれ議会へご報告するものであります。
  以上をもちまして、今期定例会に提出いたしました議案の説明を終わりますが、何卒慎重にご審議の上、適切なるご決議を賜りますよう、お願いいたします。
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